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パートナーシップ・プロファイリングレポート

CliftonStrengths 34資質分析に基づく個人＆パートナーシップ総合プロファイリング

Partner A × Partner B

  



 Partner A - 4つの領域バランス分析と34資質

 分析ロジック

  分析からの考察

TOP10に各領域が分散しているように見えますが、数値化すると「人間関係構築力」が

20.56ptと突出して高く、Aさんの強みの土台となっていることが明確です。

次いで「戦略的思考力」と「実行力」が16pt台後半でほぼ並んでおり、思考と行動のバ

ランスが取れています。

一方で、1位に最上志向を持ちながらも「影響力」の平均スコアは相対的に低く、言葉

で引っ張るよりも関係性や質でリードするスタイルが裏付けられています。

34資質順位一覧 人間関係構築力 影響力 実行力 戦略的思考力

1 最上志向

2 調和性

3 学習欲

4 アレンジ

5 適応性

6 自我

7 内省

8 収集心

9 責任感

10 達成欲

11 成長促進

12 ポジティブ

13 公平性

14 個別化

15 コミュニケーション

16 慎重さ

17 分析思考

18 共感性

19 自己確信

20 信念

21 親密性

22 未来志向

23 運命思考

24 包含

25 競争性

26 着想

27 活発性

28 規律性

29 社交性

30 戦略性

31 目標志向

32 指令性

33 原点思考

34 回復志向

35-順位ポイント法: 各資質に「35-順位」のスコアを付与(1位=34点)。•

領域別集計: 4つの領域ごとにスコアを合計。•

平均スコア: 合計スコアを各領域の資質数で割り、領域ごとの「強さ」を数値化しています。•
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 Partner A - TOP10と全体像（Holistic View）

 TOP 10

1 最上志向

2 調和性

3 学習欲

4 アレンジ

5 適応性

6 自我

7 内省

8 収集心

9 責任感

10 達成欲

 全体像の捉え方

Aさんの資質構成は、「柔軟な調整力」と「内なるプロ意識」の二

層構造で成り立っています。

表面的には、上位の「調和性」「適応性」「アレンジ」が働き、どの

ような変化や相手に対しても波風を立てず、柔らかく対応するしな

やかさを持っています。一見すると、サポート役に徹する穏やかな

人物に見えるでしょう。

しかし、その奥底には1位「最上志向」、6位「自我」、9位「責任

感」、10位「達成欲」という、「質の高い仕事を完遂し、認められ

たい」という強力な自我と向上心が隠されています。

「穏やかだが、仕事の基準は極めて高い」。このギャップこそがA

さんの全体像であり、周囲との摩擦を避けながらも、静かに、しか

し確実に成果の質を高めていくスタイルが特徴です。

�
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 Partner A - TOP10から読み解く「強み」のストーリー

 質の高い合意形成を目指す

単に争いを避けて妥協するのではなく、関わる全員が納得し、より生産的

な状態になるような「質の高い平和」を求めます。「現状をより良くした

い」という欲求と「合意を得たい」という欲求が結びつき、洗練された解

決策を模索する思考パターンを持っています。

(最上志向 × 調和性)

 流れに逆らわず受け入れる

予期せぬトラブルや急な変更が起きても、感情的に抵抗することなく「そ

れもまた良し」と現状をあるがままに受容します。心の平穏を保ちたい欲

求が強いため、状況に合わせて自分をカメレオンのように変化させ、その

場に馴染ませる行動をとります。

(調和性 × 適応性)

 再構成のために学ぶ

新しい知識や情報を貪欲に吸収しますが、それは単なる知識の蓄積にとど

まりません。学んだことを、現場の状況に合わせてパズルのように組み合

わせ、最も効率的な形にアレンジして活用しようとする思考が常に働いて

います。

(学習欲 × アレンジ)

 動的なマルチタスク処理

一つのことだけに集中するよりも、複数のタスクを同時に抱え、状況の変

化に合わせて優先順位を瞬時に組み替えながら進めるプロセスを好みま

す。「物事を整理・配置したい」欲求と「完了させたい」欲求が連動し、

ジャグリングのようにタスクを捌いていきます。

(アレンジ × 適応性 × 達成欲)

 「今」にあるリソースでの即応

遠い未来の計画に固執するのではなく、「今、ここ」にあるヒト・モノ・

情報を最大限に活用して、目の前の事態を乗り切ろうとします。手持ちの

カード（収集したもの）を瞬時に切って対応する、現場対応力に優れた行

動パターンです。

(適応性 × 収集心)

 信頼に応えるプロ意識

「自分が引き受けたからには、恥ずかしい仕事はできない」という強い基

準を持っています。他者から「あなたのおかげだ」と認められたい欲求

と、約束を完璧に果たしたい欲求が結びつき、質の高い成果を生み出す原

動力となっています。

(自我 × 責任感 × 最上志向)

 情報を蓄積し、熟成させる

日々入ってくる膨大な情報を「いつか役に立つかもしれない」と収集し、

自分の中に蓄えていきます。集めた材料をすぐには外に出さず、一人静か

に反芻し、納得いくまで考え抜くことで、自分なりの解釈へと昇華させよ

うとする思考癖があります。

(内省 × 収集心)
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 Partner A - OKポイント（輝く環境）


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 向上心が共有される場

優秀なメンバーや質の高いツールに囲まれ、現状維持ではなく「より良

くすること」が歓迎される環境。高い基準を目指して学び続けるプロセ

スそのものが、根源的な成長欲求を満たします。

(最上志向 × 学習欲)

 心理的安全性が保たれた役割分担

人間関係の摩擦がなく、お互いの領分を尊重し合っている穏やかな環

境。自分の責任範囲が明確であり、かつ平和な空気が保たれていると、

安心してパフォーマンスを発揮できます。

(調和性 × 責任感)

 知的好奇心を刺激するリソース

業務に必要な情報だけでなく、新しい知識やトレンドに自由にアクセス

できる環境。気になったことをすぐに調べられ、自分のデータベース

（収集心）を肥やしていく時間に充実感を覚えます。

(学習欲 × 収集心)

 裁量権のある段取り

ゴールは示されつつも、そこに至るプロセスやリソースの配置は自分で

決められる環境。状況に合わせてタスクをパズルのように組み立て、効

率的なルートを自分で描けることにやりがいを感じます。

(アレンジ × 責任感)

 変化への柔軟性が評価される

決まった計画を厳守することよりも、状況の変化に合わせて臨機応変に

対応することが歓迎される環境。その場の判断で動きを変えられる余白

があるとき、水を得た魚のように動けます。

(適応性 × アレンジ)

 「個」として指名される

その他大勢の一人としてではなく、あなた自身の能力や姿勢を見込まれ

て役割を任されること。「あなただからお願いしたい」という期待を受

けると、それに応えようとするスイッチが強く入ります。

(自我 × 最上志向 × 責任感)

 思考に沈潜できる時間

誰にも邪魔されず、静かに情報を整理したり深く考えたりする時間と空

間が確保されていること。集めた情報を自分の中で納得できるまで咀嚼

するプロセスが守られている必要があります。

(内省 × 収集心)



 Partner A - NGポイント（ストレス環境）


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 質の低い仕事への妥協

「適当でいいから」と、自分が納得できない低品質な状態での提出を強い

られること。自分の名前で質の低い仕事を出すことは、自身のアイデンテ

ィティとプライドを傷つけられるのと同義です。

(最上志向 × 自我)

 感情的な対立と不協和音

怒号が飛び交ったり、派閥争いがあったりと、ギスギスした空気が漂う場

所。その場にいるだけで神経が張り詰め、状況を最適化（アレンジ）しよ

うとする思考回路が停止してしまいます。

(調和性 × アレンジ)

 成長のない単調なルーチン

新しい発見や工夫の余地がなく、決められた同じ作業を延々と繰り返すこ

と。知的好奇心と向上心が刺激されない時間は、精神的なエネルギーが枯

渇していく感覚に陥ります。

(学習欲 × 最上志向 × 達成欲)

 硬直的で非効率なルール

明らかに無駄が多いとわかっている手順や、時代遅れのやり方を強制さ

れ、改善することが許されない環境。もっと良くできる道筋が見えている

だけに、それを封じられることに強いストレスを感じます。

(アレンジ × 最上志向)

 計画至上主義による拘束

状況が変わっているにも関わらず、当初の計画通りに進めることを絶対視

される空気。柔軟な修正（適応）が許されず、責任だけを負わされる状況

には、強い違和感と窮屈さを覚えます。

(適応性 × 責任感)

 貢献に対する無反応

責任を持ってやり遂げたことに対して、何の反応も評価もないこと。黙々

とこなすことはできますが、自分の存在や成果が「当たり前」として無視

されると、プロとしての誇りが傷つきます。

(自我 × 達成欲)

 材料不足での即断即決

判断に必要な情報や材料を十分に集めきれていない段階で、結論だけを急

かされること。手元に納得できるだけの材料が揃っておらず、深く検討す

る時間もないままアウトプットを求められることに、強い不安を感じま

す。

(内省 × 収集心 × 責任感)



 Partner A - 具体的アクション・アドバイス（業務遂行） 業務遂行・タスク管理

1. 業務遂行・タスク管理：「動的なパズル」を愉しむための戦術

©2025 株式会社ハート・ラボ・ジャパン HeArt Lab. Japan Inc. Page 7

 具体的アクション1
「プレイリスト型」

タスク管理の導入

Aさんの「アレンジ」と「適応性」は、固定されたス

ケジュールを嫌います。予定通りに進めることより

も、その時々の状況や自分のエネルギーレベルに合

わせて、最適なタスクを選び取ることに快感を覚え

る脳の構造だからです。ガチガチの計画は、予期せ

ぬ割り込みが入った瞬間にストレスとなり、パフォ

ーマンスを低下させます。

タスクを「時間」で縛らず、「今日やるべき曲目（タスク群）」として

リストアップしてください。

•

「午前中はこれ」と決めつけず、その瞬間の状況や気分に合わせて、

DJのように次やることを選曲していくスタイルをとってください。

•

状況が変わるたびに優先順位を組み替えることこそが、あなたの脳に

とって最高の体操であり、最も生産性が高まる状態です。

•

 具体的アクション

2
脳を休ませる

「完了の儀式」

「達成欲」と「責任感」のコンボを持つあなたは、

タスクが終わらないことに強い不快感を覚えます。

「学習欲」と「収集心」も相まって、仕事に明確な

終わりがなくなり、際限なく働き続けて燃え尽きる

リスクがあります。

退勤時や一日の終わりに、儀式として「今日の完了」を宣言してくだ

さい。

•

「今日完了させたこと」を物理的に消し込み、「これだけの成果を出

した」と視覚的に確認します。

•

声に出して「本日の業務、完了！」と言い、脳のスイッチを強制的に

オフにして、責任感の呪縛から自分を解放する時間を作ってくださ

い。

•




